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次
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

　

脳
の
神
経
細
胞
が
壊
れ
て
い
く

病
気
で
す
。
比
較
的
、
男
性
よ
り

も
女
性
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

症
状　

記
憶
力
が
衰
え
、
特
に
新

し
い
こ
と
を
覚
え
に
く
く
な
り
ま

す
。
判
断
力
、
思
考
力
も
徐
々
に

低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
感
情
面
で

は
、
昔
か
ら
の
そ
の
人
ら
し
さ
が

保
た
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
発
症

を
予
防
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
、
薬
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

脳
血
管
性
認
知
症

　

脳
卒
中
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症

な
ど
に
よ
っ
て
、
脳
の
血
管
が
詰

ま
っ
た
り
、
破
れ
た
り
す
る
こ
と

が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
男
性
に

多
い
の
が
特
徴
で
す
。

症
状　

記
憶
力
、判
断
力
の
低
下
、

思
考
力
障
害
が
現
れ
ま
す
。
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
と
違
い
、
感
情
面

は
、
昔
か
ら
の
そ
の
人
ら
し
さ
が

保
た
れ
ま
す
。
脳
血
管
障
害
の
再

発
を
防
ぐ
こ
と
で
、
進
行
が
止
ま

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

脳
の
機
能
の
低
下
す
る
速
さ
で

す
。老
化
に
よ
る
機
能
の
低
下
は
、

緩
や
か
で
す
が
、認
知
症
の
場
合
、

短
期
間
に
急
激
に
脳
の
機
能
が
低

下
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
で
は
、
社
会
生

活
に
支
障
が
出
た
り
、
性
格
の
変

化
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

認
知
症
を
放
っ
て
お
く
と
、
症

状
を
ど
ん
ど
ん
悪
化
さ
せ
て
し
ま

い
ま
す
。
早
期
に
治
療
を
受
け
れ

ば
、
進
行
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
迷
わ
ず
医
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
診
察
を
受

け
る
の
は
、
本
人
の
こ
と
を
よ
く

知
る
か
か
り
つ
け
医
か
、
認
知
症

の
専
門
医
（
も
の
忘
れ
外
来
、
精

神
科
、
神
経
内
科
な
ど
）
で
す
。

①
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
、
高
脂

血
症
、
糖
尿
病
な
ど
）
の
予
防
や

治
療
を
行
い
ま
し
ょ
う

②
歩
く
、
体
操
を
す
る
な
ど
適
度

な
運
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

③
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う

④
外
へ
出
て
人
と
会
っ
た
り
、
心

か
ら
楽
し
め
る
こ
と
を
行
う
な
ど

活
発
な
日
常
生
活
を
送
り
ま
し
ょ

う
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

認
知
症
の
か
た
や
家
族
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

正
し
く
知
ろ
う
認
知
症

正
し
く
知
ろ
う
認
知
症

　

認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
脳
の
病
気
で
す
。　

歳
以
上

85

で
は
４
人
に
１
人
に
そ
の
症
状
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
全
国
で
お
よ
そ
１
７
０
万
人
で
す
が
、
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

今
後　

年
で
倍
増
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

20

　
「
自
分
も
な
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
」
と
し
て
、
わ
た
し
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
福
祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

擦
浦
１
１
８
２

認
知
症
の
種
類

老
化
に
よ
る
も
の
忘
れ
と

認
知
症
の
違
い
は
？

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切

認
知
症
を
予
防
し
、

進
行
を
遅
ら
せ
る
対
策
は

体験のすべてを忘れる
ごはんを食べた後、食べたこと
自体を忘れてしまう。

体験の一部を忘れる
ごはんを食べた後、食べた
ものを忘れることがある。

もの忘れの自覚がある
忘れていたことに自分で
気がつくことができる。

性格は変わらない
態度に変化はない。

性格に変化がある
怒りっぽくなったり
頑固になったりする。

もの忘れの自覚がない
忘れていることを
理解できなくなる。

自分の今いる場所や時間がわからなくなる
自分がどこにいるのかわからなくなったり、
昼と夜の区別がつかなくなったりする。

自分の今いる場所や時間がわかる
自分がどこにいるのかわからなく
なることはない。

認知症と単なるもの忘れの違い

認知症のもの忘れの場合 単なるもの忘れの場合

忘れてるよ

何が？

ごはんまだ？
何を食べたっけ

…？

忘れた！

1 年前と比べて左側のような変化が見られた場合は、速やかに専門医に相談しましょう。

財布とったの
あなたでしょ！

ここはど
こ

かしら？

　　　財布は
どこかしら？


